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檜皮葺きの随神門改築竣工記念（昭和 11 年）

　明治 20 年倉敷市児島で生誕。大正 4 年に
東京帝国大学建築学科を卒業し、同 5 年明治
神宮造営局嘱託。同 6 年には同局技師となり、
大正 8 年から昭和 21 年までの 28 年間内務省
技師（神社局）神祇院技師と神社建築行政に
携わり、戦後も昭和 55 年に 93 歳で死去する
まで、一貫して神社設計を行っている。
　特に大正末期から昭和戦前にかけては日本
における神社建築の実質的な指導者であり、
昭和 14 年神社局に造営課が新設されたとき
初代課長に就任している。
　角南氏が設計を手掛けた主な神社は、「昭和
3 年」吉野神宮（奈良県吉野郡吉野町吉野山）、

「昭和 15 年」近江神宮（滋賀県大津市神宮町）、
「昭和 15 年」橿原神宮（奈良県橿原市久米町）、
「昭和 15 年」平安神宮（京都市左京区岡崎西
天王町）等多数あり、海外の樺太神社、台湾
神社、南洋神社などの設計指導も行った。
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随神門改築竣工記念での散餅行事（昭和 11 年）
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随神門銅板葺き替え記念（昭和 38 年 10 月 20 日）
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築
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恐
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